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いじめ防止基本方針 

 

１ いじめの定義といじめに対する基本的な考え方 

（１）いじめの定義 

   児童に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等当該児童生徒と一定

の人的関係にある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インタ

ーネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童生

徒が心身の苦痛を感じているものと定義する。 

（「いじめ防止対策推進法 第２条」より） 

（２）いじめに対する基本的な考え方 

いじめ問題に迅速かつ組織的に対応するために、いじめに対する認識を全教職員で

共有する。そして、いじめは、どの学校・どの学級でも起こりうるものという基本認

識に立ち、全ての児童を対象に「発達支持的生徒指導」によるいじめに向かわせない

心情を育むことを基本とし、いじめの兆しが見られた場合については、迅速に未然防

止・早期発見・早期対応に取り組む。 

（３）重大事態の定義 

   いじめと認知される状態において、次に掲げる場合を「重大事態」とみなし、全 

教職員で対応に取り組んでいく。 

＜「重大事態」に該当する場合＞ 

 ①いじめにより当該学校に在籍する児童等の生命、心身、又は財産に重大な被害 

  が生じた疑いがあると認めるとき。 

    ②いじめにより、当該学校に在籍する児童等が相当の期間学校を欠席することを 

余儀なくされている疑いがあると認めるとき。 

（「いじめ防止対策推進法 第 28条 第１項」より） 

 （４）いじめの解消 

   いじめは、単に謝罪をもって安易に解消することが難しい。そのために「解消して 

いる状態」を定義し、全教職員で共通理解のもと、一つ一つのいじめの案件に関し、

その状態が満たされていることを全教職員で確認していく。 

 ＜いじめが「解消している状態」＞ 

  ①いじめに係る行為のやんでいる状態が、相当な期間（３か月程度を目安にす

る）継続していること。 

  ②被害児童（場合により保護者も含む）に対し面談等を行い、心身の苦痛を感じ

ていないと確認されること。 

  

２ 学校におけるいじめ防止等の対策 

（１）学校いじめ対策委員会 

管理職、主幹教諭、生活指導部、養護教諭、学級担任、SC等からなる、学校いじめ

対策委員会を設置し、ふれあいアンケートの結果を踏まえて学期ごとに委員会を開催

するとともに、必要に応じて随時開催する。 



（担任・教職員の気付き、児童の訴え、いじめアンケート実施後）  

 （２）いじめ防止に関する年間指導計画を作成する。またいじめ防止に関する職員研修

を各学期に１回、年３回行い、いじめの定義や認知の仕方、解消の定義等について

「いじめ総合対策（第２次 一部改訂）」や「福生市いじめ防止対策基本方針」等

の内容、「いじめ重大事態」についての周知徹底を図ることで、指導者側の意識を

高める。特に、１学期の職員研修においては、いじめの定義などいじめに関する基

本的な事項を再度確認する。また、学校におけるいじめに対する方針を確認し、全

教員で共通認識をもつ。 

 

３ いじめ未然防止のための取組 

（１）いじめと疑われる場合、いじめがあった場合の対応  

①被害児童及び加害児童、周辺で状況を確認している児童から聞き取り、事実確認を行

う。その際、学級担任・同学年教員を中心に、必要に応じて生活指導主任等、複数の

教員で聞き取る。また、被害児童の保護者からの聞き取りも行う。  

②相手が不快感を覚えるいじりや意地悪、いじめ等が確認できた場合、状況に応じて加

害児童に対して、担任・生活指導主任・管理職等複数で指導を行う。担任・養護教諭・

SC 等で被害児童の心理的ケアを最優先に行う。加害児童に対しても、行動に対する

指導だけでなく、本人の困り感に寄り添う支援も行う。 

③被害児童・加害児童の両保護者に対しては状況を説明し、児童に対する家庭での指導

を依頼する。加害児童は被害児童及びその保護者等に直接謝罪し、今後の対策を話し

合い、方針を決める。 

④いじめの未然防止の観点から、学級、学年、学校全体に向けてのいじめに関する指導

を、各学期初めに行う。 

⑤「重大事態」と認められる場合が発生した際には、学校いじめ対策委員会を迅速に   

 招集し、養護教諭や生活指導主任、SC、SSWの協力を得ながら被害児童の安全確保と

不安解消を最優先に行うとともに、福生市教育委員会へ報告する。学級担任と同学年

の教員は、質問票ならびに学年全員の児童への聞き取りを行い、事実関係やいじめの

全容の解明に取り組む。質問票ならびに児童の聞き取りの内容をもとに、関係機関等

と相談及び連携しながら学校いじめ対策委員会で、「被害児童の心身のケア」「加害児

童等への指導内容」「学級、学年、学校全体への指導内容や啓発事項」「保護者への報

告や連絡」のそれぞれについて対応策を検討実施する。事案の内容によっては、警察

との連携も行う。 

（２）いじめを発見する手だて  

①年３回「いじめ等に関するアンケート」を実施し、児童の人間関係等を把握する。 

 アンケート集計の際は、個々の事例について「情報共有シート」に記録し、それを蓄

積していく。年度内だけでなく、小学校生活を通しての 

変容を見取っていく。  

②週に一度の支援会議にて、生活指導主任、特別支援教室担任、養護教諭、SC、特別支

援コーディネーター、不登校対策コーディネーター、管理職等でその週に把握できた

問題行動や児童の様子について情報交換を行い、児童の心の様子を探りながらいじ

めの早期発見に努める。  

③定期的に児童理解職員夕会を行い、気になる児童や人間関係等について情報提供を

行う。全職員で児童の様子を共有し、いじめの兆候の早期発見や予防に努める。いじ



めやいじめの疑いがあると判断された場合は、学校いじめ対策委員会を招集し、被害

児童を守り、加害児童に指導を行うことでいじめの解消に努める。  

④ふっさっ子の広場、学童クラブ、家庭と子どもの支援員等との情報交換を行い、学校

及び学校外での児童の様子を把握し、いじめの兆候の早期発見や予防に努める。  

⑤児童、保護者からの訴えは確実に学年主任、生活指導主任、管理職等に報告し、担任

だけで抱え込まずに学校全体の問題として捉え、組織で対応していく。  

（３）いじめを起こさない取組  

① 優しく豊かな心を育む指導  

・児童による挨拶運動を実施し、気持ちよく関わることのよさを味わわせる。 

・正しい言葉遣い、礼儀等を日常的に指導することを通して、礼節ある態度を育む。 

・日々の授業において、励ます言葉や認め合う言葉掛けを意図的に行い、児童の自己 

肯定感・自己有用感・集団所属感の醸成を図る。  

・読書旬間（６月・11月・２月）において、教員による読み聞かせを実施し、読み手

同士で協力し合う気持ちや、聞き手への思いやりの気持ちの育成を図る。 

・「居場所づくり」「絆づくり」を柱とする「魅力ある学校づくり」の取組を通し、児

童がすすんで学校に通いたくなるような学級経営・授業を行う。 

 

②いじめを許さない意識を高める指導  

・保護者会や学校だより等を通して、学校に置けるいじめに対する取組や「学校いじ

め防止基本方針」について保護者に向けての周知を行う。特に１学期初めの保護者会

においては、いじめは絶対に許さないという学校としての方針を伝える機会をもつ。 

・特別活動の時間を使ったり、児童会の児童が中心となったりしていじめ防止標語を

作成し、廊下壁面や学校のフェンス等に掲示し、いじめ防止の啓 

発をする。（市内入選・クラス代表作）  

・「いじめ防止サミット」の取組を通して、児童が自身の日常生活の言動等について

振り返り、いじめについて主体的に考える態度の育成を図る。 

（４）自分や相手を大切にする心の育成 

①ソーシャルスキルトレーニングや「いじめに関するアンケート」（年３回）等を実 

施し、学級や児童の実態を十分に把握し、よりよい学級経営に努める。 

②授業改善推進プランを生かした授業づくりやグループＯＪＴでの研修内容を生かし 

て、「分かる・できる・更に知りたい」授業の実践に努め、児童一人一人が成就 

感や充実感をもてる授業の実践に努める。 

③特別の教科 道徳の授業を通して、児童が自己を冷静に深く見つめる機会をもたせ 

ていく。 

④全ての教育活動で道徳教育を実践し、人権尊重の精神や思いやりの心を育てる。 

⑤たて割り班活動やクラブ、委員会活動、学校行事への準備を通して、学年・学級

の垣根を超えて協力したり、協調したりすることで物事を達成することの大切さを学習

し、人とよりよく関わるための力を身に付けさ 

せる。 

⑥情緒面でのコミュニケーションに課題のある児童や、家庭環境の影響で心身の不  

 安を抱えている児童等、配慮を要する児童については、いじめの加害者と被害者の   

 どちらにもなりやすい。そのため、児童理解夕会等の機会を利用して、全教職員で  



 児童理解に努め情報の周知を行う。当該の児童が、休み時間、清掃時間、クラブや

委員会活動時等の学級以外の場面においても、良好なコミュニケーションを図り、

安心して学校生活を送ることができるよう支援し、心身の安定を図っていく。同時

に児童の悩みや不安を引き出せるように根気よく見守り、寄り添っていく。 

⑦SCによる、５年生児童との全員面談を行い、自己の悩みや不安を抱え込まずに相

談できることを伝え、安心感をもたせる。 

⑧セーフティ教室での情報モラル教育に加え、個人面談にて児童のスマートフォン利

用に関する使用状況を調査し、実態把握に努め、必要に応じて保護者への啓発を含

めた指導を行う。 

⑨中学校や幼稚園・保育園と情報交換を行い就学前から卒業後まで長く支援を行って

いく。 

⑩長縄、持久走等の体力的な取組を通して、目標に向かって学級や学校全体が一体と

なり、達成感を感じられるような経験を数多くさせる。                  

 

 

 


